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2018年 1 ～ 3 月に，国立大学の学生相談に携わる中



























































































カテゴリー サブカテゴリー 概念 発話例（要約） 
現実面での
制約 
 Clの在学年限 Clの退学が迫ってきていることで，事例の展開を急いでしまった． 























強く警戒を示す Cl に対して，Co として Cl を支えなければ，認めても
らわなければという気持ちが出てきた． 
Clの行動 














Clの拒絶による Coの傷つき Coが面接の継続を提案すると，「もう来ません」と言われ辛かった． 




































 中断後の Coからのコンタクト 無断キャンセルの後 Clが来なくなり，心配になってメールを送った． 
 Coによる葛藤の保持 継続にならず必要時だけの利用で良いのか，ずっと葛藤していた． 
 Coの現実的判断に基づく対応 面接だけではどうにもならない部分があったので，最終的には指導教
員やチューターの先生と情報共有し，環境調整をした． 
 Clの感情的反応に対する鎮静 Clがすごい声で怒ったので，「まあまあ」となだめる感じだった． 
「つまずき」
からの展開 
 関係性や Clの内省の進展 面接の停滞に関して話をしていると，Cl が「別に意識はしていなかっ
たけど，やりとりをしてそうなんだと気づきました」と内省を語った． 
 面接で扱うテーマの深化 環境調整や進路決定が面接目標と思っていたが，Cl が対人面や主
体性の問題を語るようになり，自分らしい生き方に話題がシフトした． 
─  183  ─
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